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首
切
り
塚（
五
義
民
碑
）は
、国
道
７
号
線

沿
い
坊
沢
地
区
西
端
方
の
桜
木
岱
に
あ
る
。�

　
享
保
９（
１
７
２
４
）年
、数
回
に
わ
た

る
大
洪
水（
水
害
）と
飢
饉
が
続
き
、疲
れ

切
っ
て
い
た
村
人
た
ち
に
、「
村
入
り
用

額（
税
金
）の
増
額
問
題
が
持
ち
上
が
り
、

肝
煎
と
の
間
に
対
立
が
生
ま
れ
た
。そ
の

費
用
は
、破
損
し
た
坊
沢
堰
を
作
り
直
す

た
め
で
あ
り
、長
百
姓（
村
会
議
員
）た
ち

も
悩
み
、協
議
の
結
果
、村
人
の
代
表
21

名
を
秋
田
久
保
田
城
に
送
り
援
助
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。し
か
し
、こ

の
嘆
願
は
実
現
せ
ず
、困
り
果
て
た
村
人

を
代
表
し
て
戸
島
与
市
右
衛
門
、同
吉
兵

衛
、同
権
助
、成
田
喜
左
衛
門
、同
喜
兵
衛

の
５
人
は
、当
時
禁
止
さ
れ
て
い
た
直
訴

を
図
っ
た
が
失
敗
し
て
捕
ら
え
ら
れ
、牢

に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
し
て
、

享
保
10（
１
７
２
５
）年
11
月
６
日
、桜
木

岱
で
処
刑
さ
れ
た
。（
16
名
は
村
を
追
放

と
な
っ
た
）�

　
処
刑
２
年
後
の
享
保
12
年
５
月
、村
人

は
５
人
の
霊
を
弔
う
た
め「
五
義
民
」と

し
て
称
え
、戸
嶋
三
郎
兵
衛
が
永
安
寺
の

墓
地
に「
五
義
民
地
蔵
」を
建
立
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。�

　
五
義
民
に
関
し
て
は
、い
ろ
い
ろ
な
逸

話
や
多
く
の
伝
承
や
言
い
伝
え
が
あ
り
、

大
切
に
扱
い
た
い
も
の
だ
。故
松
橋
栄
信

氏
、故
秩
父
威
仙
氏
は
じ
め
多
く
の
方
が

研
究
さ
れ
発
表
し
て
い
る
の
で
一
読
さ

れ
た
い
。�

▽
昭
和
53
年
２
月
１
日
指
定�

▽
資
料
／「
鷹
巣
町
の
文
化
財
」、「
鷹
巣

町
史
」、説
明
板
、文
化
財
調
査
員
資
料
、

「
北
鹿
は
宝
箱
」、ほ
か�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
　
照
内
捷
二�

北
秋
田
市
指
定
記
念
物
（
史
跡
）�

○
「
首
切
り
塚
」�

▲五義民地蔵

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
　
〜
キ
ッ
チ
ン
か
ら
エ
コ
を
〜

◇
所
在
地
・
坊
沢
字
深
沢

◇
所
有
者
・
戸
嶋
儀
一

北
秋
田
市
指
定
文
化
財
板
状
土
偶

○
「
五
義
民
地
蔵
」�

◇
所
在
地
・
坊
沢
永
安
寺
境
内

◇
所
有
者
・
永
安
寺
住
職
藤
原
興
道

も
り
よ
し
文
化
交
流
会

　
　
　
〜
作
品
・
出
演
募
集
〜

▲五義民首切塚

森
吉
公
民
館
講
座
募
集�

◎
申
込
み
・
問
合
せ

　
　
森
吉
公
民
館
a
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３
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９�

阿
仁
地
区
文
化
交
流
の
つ
ど
い�

◎
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せ
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公
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世
界
遺
産
│
縄
文
ル
ネ
サ
ン
ス
│
事
業�

日
　
時
　
10
月
５
日（
火
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時�

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

講
　
師
　
田
村
弘
子
さ
ん�

内
　
容
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
意
識
し
た
料
理

　
　
　
　
作
り�

定
　
員
　
20
人�

持
ち
物
　
三
角
巾
・
筆
記
用
具�

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度�

��

展
示
部
門
　
11
月
28
日（
日
）〜
12
月
末�

演
示
部
門
　
11
月
28
日（
日
）10
時
〜
15
時�

対
　
　
象
　
森
吉
地
区
を
拠
点
に
活
動
し

　
　
　
　
　
て
い
る
個
人�

作
　
　
品
　
手
芸
や
絵
画
、工
芸
品
な
ど
ご

　
　
　
　
　
自
身
の
作
品
１
点�

ス
テ
ー
ジ
　
10
分
〜
15
分
程
度
の
発
表�

申
込
期
限
　
10
月
22
日（
金
）�

����

　「
文
化
の
つ
な
が
り
を
ち
か
ら
に
」を
テ
ー

マ
に
文
化
交
流
の
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し

ま
す
。�

　
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。�

日
　
時
　
11
月
14
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時�

場
　
所
　
阿
仁
公
民
館�

内
　
容
　
作
品
展
示
、演
示
、食
堂
、バ
ザ
ー�

����

　
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す「
北
海
道
・
北

東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」の
魅
力

を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

期
　
日
　
10
月
20
日（
水
）〜
11
月
10
日（
水
）�

場
　
所
　
北
秋
田
市
文
化
会
館
特
別
展
示
室�

内
　
容
　
県
内
の
縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し

　
　
　
　
た
土
偶
を
展
示
し
ま
す�

主
　
催
　
秋
田
県
教
育
委
員
会�

　
　
　
　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー�

共
　
催
　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会�

◎
問
合
せ�

　
生
涯
学
習
課
文
化
班
　
a

62-

６
６
１
８�

�

▲

展
示
会
「
秋
田
の
土
偶
」�

ご
ぎ
み
ん
�

せ
き
�
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●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する�
皆さんを応援します�
北秋田市教育委員会

　高鷹大学全体講座、グッドライフ講座、中央公民館

公開講座の合同開催で、今年生誕200年をむかえたシ

ョパンの生涯について学習しました。�

　講座では、秋田大学教育文化学部の斎藤洋准教授

が「ピアノの詩人」と称されるショパンの人生や作品

についてピアノ演奏と講話を交えてわかりやすく説

明しました。冒頭では、肖像画をめぐる謎からはじまり、

おなじみの旋律を紹介しながら、ノクターン、マズルカ、

ワルツなどの名曲を素晴らしい演奏で披露しました。

とりわけ、「英雄ポロネーズ」の本格的な演奏に会場

からは大きな拍手とともに「ブラボー！！」の歓声も

上がっていました。�

�

　９月９日、24日、29日の日程で「畳のヘリバック作

り」が森吉公民館で開催されました。畳のヘリバック

とは文字通り畳のヘリを縫い合わせて作るバックの

ことで、北秋田市では初めての講習です。�

　講師に菊池洋子さんをお迎えし、初心者でも作り

やすい横縫いにアレンジしたバック作りを行いまし

た。ヘリは固い割には縫いやすく、仕上がりは丈夫で

レトロな感じになります。�

　受講者の皆さんの秋からの装いに、素敵なアイテ

ムが加わりました。�

　読書週間の期間中、市図書館・公民館図書室では、

たくさんの市民の利用を願い、次のとおり実施します。�

　また、市内の本はどこの図書館からも貸出・返却が

できますのでご利用ください。�

�

＊ 図書の貸出冊数　

　通常一人３冊以内の貸出ですが、期間中は一人５

冊まで貸出します。�

＊ テーマ展示「本で世界をひとまわり」　

　本で世界の国々を巡ってみましょう。�

　各館ごとに地域の本を展示します。�

�

　　　　　　　　　鷹巣図書館－アジア�

　　　　　　　　　森吉図書館－アメリカ�

　　　　　　　　　合川公民館図書館－ヨーロッパ�

　　　　　　　　　阿仁公民館図書館－アフリカ�

▲ショパンの名曲を披露した公開講座

▲畳のヘリの縫い合わせに挑戦

10月27日～11月９日�

 

「ショパンの謎」にせまる�
～ショパン生誕200年記念～�

畳のヘリバック作り�
～レトロでお洒落な仕上がり～�

～秋の夜長、
　　本に親しみませんか～ 読�書�週�間�


